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図書館システムの問題点図書館システムの問題点

図書館システムがバラバラ

WebOPACは機能していない

図書館にある本しか探せない図書館にある本しか探せない

利用者視点で作られていない



ユーザーインターフェース/UI

・利用者視点で考える
→今までの図書館システムは

図書館員の都合だけだった

・そもそも図書館使ってなかった・そもそも図書館使ってなかった
→なぜ使えなかったか考えた



図書館 検索図書館で検索!
でも、、

Ama onで本を探して

も、、

Amazonで本を探して、
図書館探して、

町の図書館サイトに書名をコピペ町の図書館サイトに書名をコピペ
・・・

あれ 「蔵書なし？あれ、「蔵書なし？」



• 本に出会える

• 近くの図書館から蔵書が見 かる• 近くの図書館から蔵書が見つかる

• 貸し出し状況も分かる

• 図書館になくても、買える



地図から選ぶ地図から選ぶ



色分けされた検索結果色分けされた検索結果



貸出可能を知らせる貸出可能を知らせる
読みたいリスト読みたいリスト



サ ビ 立ち上げサービスの立ち上げ

開発開始日 1月23日ブレスト会議開発開始日 1月23日ブレスト会議

担当ごとに持ち帰って開発・企画。担当ごとに持ち帰って開発 企画。

動いた!  2月下旬

名前が決定 3月9日
デザイン完成 3月10日デザイン完成 3月10日
サービス開始 3月10日



Thank you!Thank you!
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